
「なりたい自分」と本を結び、本の新しい魅力を知ることで 

読書活動をより豊かにする学級活動（３）の実践 ～4 年～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分にとってもみんなにとってもよりよい学級を目指して 

 学級活動（１）の実践 ～1 年～ 

 

福島市立杉妻小学校 実践研究テーマ「『たい』が泳ぎ続ける学校づくり ～キャリア教 育の視点を生かした授業 デザインを通して～」  

 

○議題名 もっとにこにこドッジボール大かいをしよう 
○本時のねらい  

自分の考えを話したり友達の意見をよく聞いたりしなが 
ら、前回よりももっと楽しいドッジボール大会の工夫につ 
いて合意形成を図ることができる。 

○本時の概要 
事前に提案理由を確認し、何のためにやるのかという目 

的を理解して話し合うことができた。子どもの思いやイメ 
ージを教師が確認したりまとめたりすることで納得して話 
し合い、これまでの経験を生かして決定することができた。 

 

○子どもの姿 

○題材名 本のみりょくを知り、自分をパワーアップさせよう 
○本時のねらい 
  本の魅力を発見したり、本の中になりたい自分のヒント

がかくされていることが分かったりすることで、自らいろ
いろな分類の本を読む良さに気付くことができる。 

○「ここでほめたい！」児童の姿 
友達や学校司書のブックトークを聞いて、本の魅力に気

付き、読みたい本を選んで、読書生活を前向きなものにし
ようとする姿【キャリアプランニング能力】 

○本時の概要 
これまで学校図書館で借りてきた本の分類やキャリアパ

スポートを振り返り、友達や学校司書のブックトークを聞
くことで、本の魅力を発見し、パスファインダーを使いな
がら読書の幅を広げていこうとすることができた。 

○学びの姿 

子どもたちのアンケートから
「図書館に行く理由」と「なりたい
自分」にはつながりがあることに
気付かせることができた。  

学 校司 書 の ブ ック ト ー クを 聞
き「今までに読んだことのないジ
ャンルの本も読んでみよう」と読
書の幅を広げ るきっ かけをつく
ることができた。  

パスファインダーは、子どもた
ちが本を探す手がかりとして大変
効果的だった。  

これまでの活動の振り返
りを生かし、「チームを変え
たい」「表彰したい」「ルール
を工夫したい」「応援したい」
など、話し合うことを事前に
全体で確認することで、必要
感をもつことができた。 

友 達 の意 見 を聞 いて、自 分
の考えと比べたり新たに考えを
もったりしながら、よりよい方
法を決定できるようにした。 

話合い最後の「先生のお話」
において価値付けしたことで、
自分や友達、学級のよさや課題
に気付き、いろいろな視点で振
り返りをすることができた。 



キャリア教育の年間指導計画の作成と活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

キャリア教育の視点を生かした算数科の実践 ～５年～ 

 

福島市立杉妻小学校 実践研究テーマ「『たい』が泳ぎ続ける学校づくり ～キャリア教 育の視点を生かした授業 デザインを通して～」  

 

○学びの姿 

振り返りの時間を多く確保し
たことで、自己の学びに向き合
ったり友だちの考えのよさに気
付いたりすることができた。 
 

 具体物を活用し、異
分母の大きさを視覚
的に捉えさせた。 ○研究のまとめ 

目指す児童 像を学 年ごとに具体化し、児童と教師 が共有したことで、
子 ども自 身 が学 びの意 義 を理 解 することができ、学 校 での学 びと子 ど
もの将 来 をつなげることができた。新しい取 り組 みばかりでなく、これま
で無 意識に行ってきたことを意 識 化することで、児童 の「たい」を多く生
み出 すことができた。次 年 度 以 降 もキャリア教 育 の視 点 を取 り入 れ、教
育活動全体を通して実践 していきたいと考えている。  

○作成したキャリア教育の年間指導計画 

○単元名  分数のたし算とひき算 
○本時のねらい   

単位分数に着目して、異分母の分数の加法計算の仕方を図 
や式を用いて説明することができる。 

〇「ここでほめたい！」児童の姿 
  友達と学び合うことのよさについて振り返っている姿 

【人間関係形成・社会形成能力】 
○本時の概要 
  異分母同士のたし算は、はじめて学ぶので既習事項を想起

させ、児童の困り感をもとにめあてを設定して、課題解決の
見通しをもたせた。ペアや全体で話し合う場を多く設定して
多様な考えに触れさせることで、新たな気付きや学びにつな
げられるようにした。振り返りの時間を多く取ったことで、
ゆとりをもって自己の学びを振り返ったり友だちと考えるこ
とのよさや友だちの考えのよさについて捉えさせたりするこ
とができた。振り返りを書いて終わりではなく、共有して価
値付けし、次時につなげた。 

ペア活動を適宜取り入れるこ
とは思考を整理したり説明の仕
方をブラッシュアップしたりす
るための手立てとなった。 

小学校６年間を通してどのような児童の姿を目指していくの
かを、基礎的・汎用的能力の 4 領域に沿って、学年ごとに「な
りたい姿=学年たい」として示した。このことにより、目指す姿
を学年の教員間で共有することができた。また、学年としてど
んな姿を目指しているのかが専科などの担任外の教職員にも伝
わり、教師間のつながりを生み出すことができた。 

作成した年間指導計画は、学年掲示板等を活用して掲示し
た。これにより、児童と教職員が目指す姿を共有できるように
なった。そして、児童自身が自己の高まりを実感することがで
きるようになった。 


